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資料－３－２

最上川水系流域委員会

近年豪雨災害を踏まえた流木流出対策



最上川の流域保全に関する連絡調整会議
最上川の流域保全に関する連携及び情報を共有し、森林保全の発展に努めるために、昨年度より、国・
県の各事業担当者による調整会議を実施している。

■メンバー 国土交通省［山形河国］、山形県［林業振興課、砂防災害対策課、河川課］
■開催状況
□第１回 平成２８年６月２３日
・荒廃が懸念されている森林の整備等を行う「やまがた緑環境税事業」により、管理が放棄されている

人工林と長期間放置されている里山林の整備を行っている。10年間で1万1600haの森林整備を計画。
・砂防事業においては、過去の災害を踏まえ、国の基準が流木対策も兼ねる透過型堰堤が基本となった
・森林保全の必要性を啓発する活動を森林事業者だけでなく、各事業者が連携して行うべき。

□第２回 平成２９年８月２３日
・九州北部豪雨で多発した土砂崩れは狭い地域に異常な大雨が集中し、森林の保水機能の限界を超えて

発生した「山腹崩壊」であり、林野庁が今後の効果的な治山対策のあり方を検討中。
・渓畔林の流木対策について先進的な取り組みを行っている北海道から情報収集したい。
・国の新しい砂防基準（H28.4）に基づき、県の指針を改定。

今後の改良計画は検討中。
・県河川では、河道内樹木、支障木対策（橋梁部、屈曲部、

要配慮者利用施設箇所）について、今年度より5ヶ年で実施
する計画を策定し、着手済み。

・九州北部豪雨による県管理河川に流出した土砂、流木の除去を
国が権限代行で緊急的に実施。

・森林保全のPRは、「最上川防災フェア」「日本一の芋煮会
フェスティバル」等で実施予定。

※次回より、新庄河川、酒田河国も参加
情報共有､打合せ状況 1



最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿森林保全への対応状況
荒廃森林への対応は「やまがた緑環境税」を財源とした荒廃森林緊急整備事業が2007年度から導入さ
れ、10年間の目標値11,600haに対し､2016年度で11,800haを達成し、着実に森林整備が進められて
いる状況にある。
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【森林整備の内容】
■人工林整備
〈針葉樹林維持型〉

伐採までの期間を80年以上
に延ばすとともに、いろいろ
な世代の木が同居した森林に
切り替える
⇒間伐

〈針広混交林型〉
針葉樹と広葉樹が混じった

自然に近い森林に誘導
⇒抜き伐り、間伐

■里山林整備
枯れた木などを取り除き、

土砂が流れ出すのを防ぐ木製
柵の設置や刈り払い
⇒危険木処理、抜き伐り 2



最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿森林保全への対応状況
荒廃森林への対応は、荒廃森林緊急整備事業により、計画的・継続的に実施している。

●やまがた緑環境税を活用した取組み（H28荒廃森林緊急整備事業）

針広混交林（抜き伐り）

里山林再生（抜き伐り）
長期育成林（間伐）

針広混交林（抜き伐り）
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最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿砂防事業における流木対策

①砂防施設による流木捕捉事例（全国）
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●H29.7九州北部豪雨災害時の
砂防堰堤による流木捕捉

福岡県朝倉市須川砂防堰堤（H=7.0m、L=74.8 m)

推定流木捕捉量 １６，５００ｍ３

（山形県総合運動公園（天童市） 50m屋外プールのおよそ９杯分）

●透過型砂防堰堤の流木捕捉

透過型砂防堰堤（熊本県小国町）

流木捕捉工（兵庫県穴栗市）

平成29年7月九州北部豪雨の被害を踏まえ、以下の取組を徹底する。
特に多量の流木の流出が想定されるなど、下流への被害の拡大が懸念される流域において、
積極的に推進する。

●流木捕捉効果の高い透過構造を有する砂防施設の設置
●既設の砂防堰堤等に係る流木の捕捉効果を高めるための改良等

緊急流木対策プロジェクト

②今後の流木対策の進め方【平成30年度 水管理国土保全局関係予算概算要求の概要より】

国土交通省 HPより



最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿砂防事業における流木対策

➂国土交通省新庄河川事務所の取り組み
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砂防・治山地方連絡調整会議
平成２９年1月２６日実施

【構成員】
・山形県 農林水産部
・山形県 県土整備部
・林野庁 東北森林管理局 計画保全部
・国土交通省 北陸地方整備局 河川部
・国土交通省 北陸地方整備局 飯豊山系砂防事務所
・国土交通省 東北地方整備局 河川部
・国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所
・国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所

銅山川流域 舛玉第2砂防堰堤 寒河江川流域 風吹沢第３砂防堰堤

砂防堰堤（透過型）の整備 流木の捕捉を高めるための改良

新庄河川事務所管内 鋼製横桟設置 11基
※Ｈ２９年度完了予定

銅山川流域 烏川第３砂防堰堤

●砂防堰堤(透過型)の流木捕捉 ●関係部署との調整

●流木捕捉に向けた取組状況



最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿砂防事業における流木対策

砂防事業においては、過去の災害実績等を

踏まえ流木捕捉機能の強化を図るため、

流木止め施設の設置の取組みを進めていく。

【参考事例】流木止め工（山形県小国町）

※H25年の伊豆大島の土砂災害等の流木被害

等を踏まえ、流木対策の強化等を中心に

「砂防基本計画策定指針(土石流・流木対策

編)」及び「土石流・流木対策設計技術指

針」(国土交通省)がH28年4月に改定された

のに基づき、H28年8月に県では「砂防関係

技術指針」を改定した。

④山形県の取り組み

砂防関係技術指針（砂防編）平成28年8月
（山形県 県土整備部 砂防・災害対策課）6



具体的な取組

県管理河川のうち１６０ｋｍ（約１９０箇所）を対象に、

Ｈ２９～Ｈ３３の５ヶ年で堆積土・支障木対策を実施する。

現 状
○無堤地区の解消、河道掘削による河積確保を計画的

に実施している。
課 題
○県管理河川では、戦後最大規模の降雨に対する安全

性確保を推進するとともに、現況河川の堆積土砂撤
去・支障木伐採により流下能力の維持・向上を図る
必要がある。

取組項目
○河道掘削、河道内樹木伐採
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箇所選定基準と目標

阻害要因別の対策パターン

最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿河川事業における対策
山形県の流下能力向上に向けての取り組み
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最上川の流域保全に関する連絡調整会議＿啓発活動状況

●平成29年9月17日「かわとぴあin山形」（日本一の芋煮会）におけるパネル展示

各種イベントにおける森林保全の必要性についてＰＲ
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●H28年8月6日「かわとぴあinながい」(国土交通省) における森林のパネル展示



九州北部豪雨等の豪雨を踏まえた緊急対策について
平成29年7月九州北部豪雨をはじめとする豪雨によって各地で被害が発生していることを踏ま
え、緊急的な対策を実施します （平成29年9月26日国土交通省水管理・国土保全局）

9

１．九州北部豪雨等の豪雨災害への対策

九州北部豪雨に加え、秋田県雄物川など各地で豪雨が発生し、人命被害や家屋被害など甚
大な被害が発生。

このため、災害復旧に迅速に取り組むとともに、同規模の豪雨が発生した場合でも同様な被
害が発生することのないように、災害対策等緊急事業推進費により地域の安全性向上のため
改良復旧に着手する。

２．全国の中小河川の緊急点検

近年の豪雨災害の特徴を踏まえ、全国の中小河川を対象に緊急点検を実施。
①土砂・流木による被害の危険性（林野庁と連携）
②再度の氾濫発生の危険性
➂水位把握の必要箇所

11月末に点検結果をとりまとめ、今後対策の必要な箇所を抽出し、ハード・ソフト対策の重点
的な実施を予定。 ⇒山形県においても点検結果を取りまとめ中。



九州北部豪雨等の豪雨を踏まえた緊急対策について＿中小河川の緊急点検
全国の中小河川の緊急点検
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項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 災害時要援護者施設の有無 狭窄部箇所
河川事業として
対策を要する箇所

土砂・流木対策
調査対象：平成30年度から平成34年度に事業完了、新規着手、又は事業再開する渓流のうち下記のⅠ～Ⅲのい

づれかに合致する渓流
Ⅰ：実施箇所の下流に透過構造を有する砂防堰堤等（流木止め含む）が無い渓流
Ⅱ：過去に同一市町村や同一流域で、流木等災害が発生した経験を有する渓流
Ⅲ：Ⅰ、Ⅱ以外で、緊急的に流木対策を行う必要のある渓流

項目
重要水防
箇所

点検延長
対策必要
延長

堤防高
重要度

堤防断面
重要度

橋梁対策
必要箇所

流木･土砂対策
必要箇所

再度の氾濫防止対策
調査対象：事業実施中の箇所かつ重要水防箇所に指定されている河川

項目 河川区分 全管理河川数
既水位計設置

河川数
既水位計設置

箇所数
新規危機管理型水位計

設置河川数
新規危機管理型水位計

設置箇所数

水位把握
調査対象：一級河川（知事管理区間）、二級河川

項目 計画の有無 流木対策の有無 災害発生履歴 人・天別 林齢（高齢・若齢）

治山対策
調査対象：崩壊土砂流出危険地区及び山腹崩壊危険地区並びに山腹崩壊等に伴う土砂流出等により災害が発生

する恐れのある地区であって、今後、治山対策が必要な箇所

中小河川の緊急点検（国土交通省）

崩壊土砂流出危険地区等の緊急点検（林野庁）

※現在、点検結果については、取りまとめ作業中であり、今後公表する予定（国土交通省）

九州北部豪雨等の豪雨を踏まえた緊急対策について＿中小河川の緊急点検

中小河川及び崩壊土砂流出危険地区等の緊急点検【山形県】

11



九州北部豪雨等の豪雨を踏まえた緊急対策について
（参考）平成２９年７月九州北部豪雨による被害
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九州北部豪雨等の豪雨を踏まえた緊急対策について

（参考）権限代行による土砂・流木の緊急的除去

13


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

